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図 調査定点 

八代海でシャットネラ赤潮が発生しています。 

本日、熊本県と天草市水産研究センターが八代海を調査したところ、シャットネラ属が海水

１ｍL当たり最高２１，０００細胞（八代港内港）で確認されました（詳細は下図を参照して

下さい）。 

本種は極めて有害で、海水が着色しない程度の細胞数でも魚介類がへい死することがあり、

目視で確認出来ない中底層域で赤潮化している場合もあります。 

周辺海域で魚介類の養殖、蓄養等をされている方は、餌止め等の対策を行うとともに、海の

色の変化や飼育生物の状態に十分注意してください。 

また、漁港内等に一時保管している漁獲物についても、早期出荷等の対策を講じてください。 

さらに、コクロディニウム ポリクリコイデスも注意報基準（海水１ｍL当たり１００細胞）

以下ですが、八代市八千把で４０細胞、八代港内港で２４細胞確認されていますので、併せて

注意して下さい。 
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・ 図中の数字は、シャットネラ属の表層の海水１ｍL当たりの細胞数です。 

・ ×印 ： ０細胞 

 

八代市大島 

７０００   

八代港内港 

２１０００  

芦北町計石   ２  

津奈木町福浦  ３  

津奈木町平国  １  × 

八代市鏡 
３１００   

× 

八代市大鞘 
２２００   

八代市八千把 
６１００   

２３８，７７６，１１２０，１３６０ 
 (15m ２７６) 

３１，５８，９６，５８，(20m 20) 

０，１，６，０ 

 ３，３，２， ２ 

（水深 ０，２，５，１０ｍ） 
細胞数  ３，１，４，４ 

（上記5 ヵ所：天草市水産研究センター調べ） 
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